




















正解・解答例 
教科・科目名 生物（後期日程試験：令和５年度） １／４ 問題番号 ＲＣ 

対 象 学 部・ 

学科(課程)等 
理学部（生物科学科，創造理学コース），農学部 

 

１ 

 

25% 

配点 50 点 

 

問１ ①ヒストン     ②ヌクレオソーム 

③クロマチン繊維  ④動原体 

⑤ＤＮＡヘリカーゼ ⑥ペプチド 

⑦βシート     ⑧αヘリックス 

⑨ジスルフィド（「Ｓ-Ｓ」も正解とする。） 

⑩変性 

 

問２  

（１）ＰＣＲ  「ポリメラーゼ連鎖反応」，「ＰＣＲ法」も正解とする。 

（２）ＤＮＡ複製で使用されるプライマーはＲＮＡであるが，ＰＣＲで使用

されるプライマーはＤＮＡである。 

（３）好熱菌から単離された DNA ポリメラーゼを使用することで，高温条件

下でも失活しにくく，反応中の酵素の添加を不要とした。 

 

問３ 50 分 

 

問４  

（１）(i)ウ (ⅱ)エ，オ 

（２）ア，エ 
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教科・科目名 生物（後期日程試験：令和５年度） ２／４ 問題番号 ＲＣ 

対 象 学 部・ 

学科(課程)等 
理学部（生物科学科，創造理学コース），農学部 

 

２ 

 

25% 

配点 50 点 

 

問１ ①左右  ②30  ③腹  ④背  ⑤母性効果遺伝子 
 
問２ イモリの神経胚期の原口背唇部を切り取って，同時期の別の胚に移植

したところ移植片を起点に（本来の神経とは別に神経などが形成さ

れ，）二次胚が形成された。 
 
問３ エキソサイトーシス 
 

 

 
 
問４ （i）トリプシン 
   （ii）膵臓で合成される消化酵素であり，タンパク質をペプチドに 
      分解する。 

 
問５ 多精拒否 
 
問６ 約半分程度の受精膜の上昇を示すものは変異遺伝子をヘテロ接合体

として持つ個体であり，受精膜の形成が見られないものは変異遺伝子

をホモ接合体として持つ個体であると考えられる。ホモ接合体では受

精膜の形成に必要なタンパク質が全く合成されないため受精膜の上

昇が見られず，ヘテロ接合体では受精膜の形成に必要なタンパク質が

約半分合成されたため受精膜の形成も約半分程度引き起こされたと

考えられる。 
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教科・科目名 生物（後期日程試験：令和５年度） ３／４ 問題番号 ＲＣ 

対 象 学 部・ 

学科(課程)等 
理学部（生物科学科，創造理学コース），農学部 

 

３ 

 

25% 

配点 50 点 

 

問１ 遺伝的に同じ，あるいは形質が同じものを安定して（早く）作ること 

ができる。 

 

問２ 

（ア）①× ② × 

③フロリゲンおよび塊茎肥大誘導物質がつくられる葉が短日処理さ 

れていないからどちらもつくられない。 

（イ）①× ②〇 

③葉が短日処理されているので花芽形成（誘導）は起こるが，葉より 

下に環状除皮処理がされているため塊茎肥大物質は下に輸送され 

ないので塊茎は肥大しない。 

（ウ）①〇 ②× 

③葉が短日処理されているので塊茎は肥大するが，茎頂の下部で環状 

除皮処理がされているためフロリゲンは茎頂に達することができ 

ず，花芽は形成（誘導）されない。 

（エ）①× ②× 

③葉が短日処理されていないので，フロリゲンおよび塊茎肥大誘導物 

質がつくられない。 

（オ）①〇 ②〇 

③葉が短日処理されているので，フロリゲンおよび塊茎肥大誘導物質

がつくられ，塊茎の肥大，および花芽形成（誘導）の両方がおこる。 

 

問３ 

（１）FT はジャガイモの花芽誘導と塊茎の肥大を誘導することができる物質

（タンパク質）で，地上部から地下部へ（接ぎ木された部分を通って）

輸送される。 

（２）FTは地下部から地上部には移動することができない。 

 

問４ 

（１）Ｃ 

（２）Ａ 

（３）長日条件で遺伝子 X の発現を抑制し，イモの肥大を抑制する。 
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教科・科目名 生物（後期日程試験：令和５年度） ４／４ 問題番号 ＲＣ 

対 象 学 部・ 

学科(課程)等 
理学部（生物科学科，創造理学コース），農学部 

 

４ 

 

25% 

配点 50 点 

 

問１ （i）収れん （「収れん進化」，「収束進化」，「収束」も正解とする。） 
   （ii）似た環境に適応する過程で，同じような選択圧を受けるときに

起こる。 
 
問２  
（１）①c2 ②b2 ③a2 ④d 
（２）イ，エ 
（３）同じ遺伝子がゲノム内に２個以上存在する場合には，一方の遺伝子に

突然変異が起こっても，他方の遺伝子が本来の機能を保持するため，

個体の生存には不利にならない。したがって，一方の遺伝子にかかる

選択圧が弱まり，突然変異が起こりやすくなる。そして，多くの変異

が蓄積することによって新規機能が獲得されやすくなるから。 
 
問３  
（１）３ドメイン説 
（２）真核生物 細菌 古細菌 
  （それぞれ「ユーカリア」，「バクテリア」，「アーキア」も正解とする。） 
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採点・評価基準（具体的基準） 
 

教科・科目名 生物（後期日程試験：令和５年度） 問題番号 ＲＣ 
対 象 学 部・ 

学科(課程)等 理学部（生物科学科，創造理学コース），農学部 

 

出題のねらい 

１ ＤＮＡの複製に関する知識と理解度，および問いかけに対して適切かつ

簡潔に説明し文章とすることのできる力をみる。 
２ 受精膜形成を題材として，動物の初期発生に関する知識と理解度，およ

び提示された観察結果から正しく推論を行う力をみる。 
３ 花成ホルモンを題材として，植物の環境応答に関する知識と理解度，お

よび提示された実験の目的を正しく理解する力をみる。 
４ 生物進化に関する知識と定量的な理解度，および問いかけに対して適切

かつ簡潔に説明し文章とすることのできる力をみる。 
 

 

採点基準 

 

１ 配点 25％ （50 点） 

問１. ①～⑩各 2 点                           20 点        

問２. (1)2 点 (2)4 点(3)4 点                   10 点        

問３.                                          5 点        

問４. (1)(i)3 点 (ii)3 点×2, (2)3 点×2       15 点        

 

２ 配点 25％ （50 点） 

問１. ①～⑤各 2 点                           10 点        

問２.                                          6 点        

問３. 4 点＋8点                              12 点        

問４. 3 点＋5点                               8 点        

問５.                                          4 点        

問６．                                        10 点        

 

３ 配点 25％ （50 点） 

問１.                                          5 点        

問２.（ア）①1点 ②1点 ③3点              25 点        

（イ）①1点 ②1点 ③3点 

（ウ）①1点 ②1点 ③3点 

（エ）①1点 ②1点 ③3点 

（オ）①1点 ②1点 ③3点 

問３.（1）5 点 （2）5点                     10 点        

問４.（1）2 点 （2）2点 （3）6点          10 点         

 

４ 配点 25％ （50 点） 

問１. 4 点＋6点                               10 点        

問２.（1）①～④各 3 点 （2）6点 （3）10 点  28 点        

問３.（1）3 点 （2）3点×3                  12 点        
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